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Summary 

In the field trials， deworming program with treatments of Ivermectin product (Ivomec Topical": 1¥川1T)had been con-

【luctedin 2 farms raised Japanese Black Cattle. The deworming program introduced were① treatments to all ca抗le，②

1 treatment on the pregnant cow about 1 month before delivery which were introduced 3 month after the treatment to all 

ca仕le，③ treatmentto young cattle at the age of 1 and 6 months. After deworming program conducted， there were some 

improvements confir・medthat 1) Egg numbers per gram (EPG) of Strongyloides paPillosus were significantly decreased 

within one month in these伽10farms， other eggs of gastrかintestinalnematodae (GI) were not detected while the oocysts 

of coccidial were detected， 2) the clinical sign of enteritis and the mean value of medical treatment times tended to be 

decreased， 3) as for productivities of cows， reduction of the non-pregnant periods and the times of artificial insemination 

up to the 2nd pregnancy were observed. As for calves， tall size at three months of age reached over standard value and 

Daily Gain (DG) showed a tendency to be increased， 4) the concentrations of serum albumin of calves treated with 

deworming program on days 150 and 249 after birth were significantly increased more than control. (Pく0.05)These 

results demonstrated that the deworming program is useful on the control of GI infestation and improved productivity of 

cow and calves. 

Keywords : Japanese black， Deworming program， Strongyloides paPillosus， Ivomec TopicalヘNormalgrowth of calves 
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はじめに

宮城県における黒毛和種繁殖牛は、 1970年代から茂

金波系の基幹種雄牛である茂重波号とその産系の子孫が

肥育枝肉成績を背景に盛んに交配されてきた。しかし、

茂金波系は肉質重視の系統であることから増体能力に限

界があったことと、日家保明の素牛も茂重波号の鼠統の

ものが多く、近親交配も懸念され始めたため、 1990年

代後半から九州各地をはじめ、北関東、および東北管内

等、鳥取(気高)系、島根(糸桜)系の繁殖素午を主と

した導入が増加してきた。それに伴い消化管内寄生虫に

よると忠われる下痢が多発し、長期にわたり加療を要す

る子牛においてはその経済的損失は大きかった。特に出

血性腸炎は白痢とともに共済の病傷事故件数および支払

共済金が以前より高い値で推移している代表的な疾患で

あり、子守二の死亡事故においても主要原因の 1つとなっ

ている。このような状況を打開するために、 1998年に

石巻地方農業共済組合管内 3戸の黒毛手11種繁殖牛銅養農

場にて最初の駆虫プログラムを実施した後、 NOSAI宮

城では 1999年から投与回数を培やした予防治療の野外

試験結果に基づき衛生計画を実施してきたが、最少投薬

問数で最大限の治療および経済効果が得られる最適な方

法が求められてきた。

そこで診療地域内にある AおよびBの 2農場に対し

て、駆虫プログラムを実施し、その疾病予防効果および

生産性向上効果の判定を行う目的で本研究を実施した。

材料および方法

1 )試験実施農場

宮城県石巻市(旧桃生町)のAおよびB農場の黒毛和

種繁殖牛を飼養する農場において試験を実施した。母牛

はそれぞれ41および25頭の飼養規模であり、同じく子

牛は試験開始時それぞれ35および23頭であった。

2)調査項巨

糞便検査では駆虫プログラム実施前の疫学調査で得ら

れた寄生虫(線虫および原虫)の種類、糞便 1gあたり

11 NOSAI宮城県北家畜診療センター
〒987田0511 宮城県登米市迫IIfJ佐沼学中江1ふ1

2) NOSAI宮城家畜診療研修所
〒981-3602 宮城県黒川郡大衡村大衡字平林39-3

3)中村家畜病院

千 116-0014 東京都荒川区東日暮里2-11-1-502
.1)性局メリアル ジャパン

〒100-0014 東京都千代田区永田町2-14-2
5)茨城大農学部動物保健衛生学教室

〒300-0393 茨城県稲敷郡阿見町中央3-21-1

の虫卵数 (Eggsper gram ;以下EPG)および糞便 1g 

あたりのオオシスト数 (Oocystsper gram ;以下OPG)

と、駆虫 lヵ月後のEPG値およびOPG値を比較検討し

た。生産性指標として駆虫プログラム実施前後の母牛の

①空)J白日数、②若齢母牛(未産経から2産自まで)の人

工授精回数を、また子牛では、プログラム前後の①市場

出荷体重および② 1日当たりの増体量 (DG値)を比較

し、供試牛の外貌所見として生後 3ヵ月齢の子牛59頭

(A農場34頭、 B農場25頭)の体高を測定し、 JA経済連

の推奨値と比較した。また供試した子主|二のI血液検査を実

施し、 lfll1j~ アルブミン(Alb) 値を同管内の駆虫薬非J支

与・1洋の成績と比較した。

3 )消化管内寄生虫汚染疫学調査

2002年 9月から 10月までの 1ヵ月間、宮城県石巻市

C1EI桃生郡)管内の黒毛布i種繁殖牛飼養 8農場の母牛45

頭および子牛45頭の消化管内寄生虫の浸i陪状況を調査

した。採材はいずれも直腸から新鮮糞便を直接採取し

EPG値およびOPG1rlli:をiJ!lJ定した。なお、糞便検査はウ

イスコンシン変法 1) を用いて実施した。糞使の検査は、

外部(エー・エイチ・シー側:群馬県)に依頼し実施し

た。

4 )駆虫プ口グラム

2002年10月から 2003年 9月までの 1年間、 Aおよび

B 農場の黒毛布1種牛に対して駆虫剤投与試験を実施し

た。駆虫剤はイベルメクチンの塗布剤(アイボメックト

ピカルJl' 口市n;メリアル・ジャパン社)2. :llを供試し、

投与部位は背線部のき甲から尾根部にかけて体重10kg

あたり 1ml (本剤は 1ml中イベルメクチンとして 5mg

含有)投与した。駆虫プログラムは次の通り試験対象牛

に対して実施した。①試験農場の駆虫プログラム開始時

に母牛および子牛全頭にRぼtITを一斉投与し、②一斉投

与後 3ヵ月以降から母主|二は分娩前 1ヵ月前に 1回、子主i二

は1ヵ月齢時および、 6ヵ月齢時に l回それぞれ投与し

た。なお、統計学的有意差の検定にはスチューデントの

t検定を用いた。

結果

8戸の農場(2試験農場を含む)で実施した試験前疫

学調査において、母牛では寄生虫卵が検出されなかった

偲体は45頭中21頭 (46.7%) であった。 2種類以上の

混合感染が、 7頭 05.6%) に認められ、コクシジウム

(アイメリア)との混合感染が多く、同時検出卵として

は毛細線虫、ネマトジルス、1:1二捻転胃虫およびその他の

消化管内線虫の虫卵が認められた。一方、子午では寄生
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の病傷事故における平均診療囲数および支払共済金が減

少した(表 3)。

駆虫プログラム実施後の母午の繁殖成績について、空

胎日数の平均値および標準偏差は、 A農場が90.3土48.0

日 (n= 54)から 85.3:t 25.3日 (n= 31)へ、同じく B

農場が81.0土40.4日 (n= 33)から 75.9土29.2日 (n= 

20)へとそれぞれ減少傾向を示した。また、 2産以下の

若齢牛における人工授精回数の平均値および標準偏差は

A農場1.7:t 0.8間 (n= 13)から1.5:t 0.9国 (n= 15) 

へ、問じく B農場が2.8:t1.6回 (n= 8)から1.3土 0.5

回 (n= 10)へとそれぞれ減少し、特にB農場において

は有意 (pく0.05) な減少が認められた(表 4)。

子牛では、市場出荷成績から、出荷体重がA農場のオ

ス(去勢)で289.9土18.4(n = 33)から 312.7:t17.2kg 

(n口 15)、メスで262.7:t14.7 (n = 29)から 272.0土

22.4kg (n = 11) と増加の傾向を示した。 BJ農場オス

(去勢)では303.4:t 16.8 (n = 24)から 308.0:t 12.0kg 
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虫卵が検出されなかった個体が 3頭 (6.7%)で、それ

以外の個体からは寄生虫卵が検出された。単一感染とし

ては乳頭糞線虫とコクシジウムであった。また、 2種類

以上の混合感染は、 13頭 (28.9%)で認められ、それら

のすべての個体でコクシジウムの感染が認められた。コ

クシジウムと同時に検出された虫卵としては牛鞭虫、毛

細線虫および乳頭糞線虫の 3種であった。また、虫卵別

にみると、1:1二鞭虫卵陽性子牛が 3頭 (6.7%)、乳頭糞線

虫卵陽性子牛が13頭 (28.9%)認められた。またコク

シジウムのオオシスト揚性子牛は40頭 (88.9%) と高

等に検出されたが、その OPG値は38，616個と高値を認

めた(表1)。駆虫後、 A，B両農場で、の糞便検査で、は乳

頭糞線虫卵陽性子午が4頭 (6.6%)、コクシジウムが42

頭 (68.9%) の 1~母体から検出された(表 2) 0 

子.!:j二の消化器疾患の発生状況において、 AJ.農場では出

血を伴う腸炎は認められず、 B農場で、は子牛の消化器疾

患の発生件数がほぼ半減した。このことにより、 2農場

と排il止牛耳{数表l.疫学調査における駆虫剤未投与n~，の排出虫卵(数)

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム

!縞虫卵およびオオシストの排波数 (EPGまたはOPG1il白)叫材料
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riiJ! 
虫頭数!:tt卵おlJーB
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21 排出なし

1 74 

8 

4 -9 2 

1 l種のみ

iヨLI二

(45RJ'D判

14 

6 1 

5 

1 201 

4 -352 

1 1 2種混合

1 -7 

2 -8 F
h
υ
 

ワ
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3 

2 3穂混合

排出なし

5 -103 
1種のみ

4 -38， 616 

23 

27 

1 2 子牛

(45頭)均 i 17 

2 4， 443 

6 -212 

28 

l 2種混合

1 -467 8 

2 6 4 

1 

. * !剰資頭数は母子各45玖(正i毛主管内 8戸のtE坊にて実施。試験f足場 2戸を含む)。

.叫;ウイスコンシン変法による測定値:去の数値は奨使 19あたりの消化管内総虫(線虫および条虫)の虫卵数EPGCEggs per gram)依および

コクシジウムの、 OPGCOocysts per gram)似を示す。

• *:1 複数の{団体で検出された場合はmin-maxで示したO

. iドHヒ管内線虫として午岡虫はf役者さされなかったo

. * I は 1[りlの検査で虫卵数がOを示す。

l I 
3穏混合
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表 2.試験農場における駆虫後 1ヵ月の子牛の排挫寄生虫卵と!湯性頭数の比較

試験農場 虫卵排出パターン 陽性子牛頭数

排出なし 7 

A農場 (35頭) H重のみ 25 

2積混合 3 

排出なし 12 

B農場 (26頭) H重のみ 13 

2種混合 1 

乳頭糞線虫

(EPG)叫叫

2 -18 

12 

コクシジウム

(OPG)キ1.*2 

17 -89000 

44 -74256 

2 -24500 

820 

. * !数値は糞使 19あたりの待生虫卵数およびオーシスト (EPGおよびOPG{i(() を示す。

複数ITIiで検出されたものは、 min-maxて、その帽を示した。

. i.昆合感染はいずれも乳頭爽線虫とコクシジウムであった。

'A ・ 8試験j足場において1111虫後、 Fド報!虫、 éß指I!線虫、ネマトジルス、 LI".捻転 \~J !h、 Llo [il~、一般線虫および条虫卵は検出され

なかった0

・3種類以上混合感染した似体は認められなかったo

. * 2 ーは検出された虫卵数が0であったことを示す。

表 3.消化器疾患における一病傷事故あたりの王子均診療回数および支払共済金支払額

平均診療回数(1TI1) 支払共済金(円)

試験農場 駆虫前 話区虫後 草区虫前 駆虫後

A農場 4.4:!: 2.4 (n = 15) 3.2:!: 1.1 (n = 9 ) 23，988土14，749 15，330:!: 6，936 

B農場 4.0土1.4(n = 13) 3.0土0.6 (n= 6) 21，190土7，715 17，396:!: 4，561 

-数値はmean:i:SD。
'n数は消化昔話疾}J.~の*ì'i士発'1: 1'1品数を示すO

-支Jム共済金の単位は1"1でn数はそれぞれ平均診療同数と liiJty，。

表 4.試験農場のlヨ:牛の繁殖成績

試験農場

A農.場

B農場

-数値はmean土SD。

平均空JJ合日数(日)

駆虫前 駆虫後

90.3 :!: 48.0 (n = 54) 85.3:!: 25.3 (n = 31) 

81.0:!: 40.4 (n = 33) 75.9土 29.2 (n = 20) 

. * 1 人工J受精同数は 0-2産の母"1:にl浪る 0

• *2 ; abmJに有意差あり (p<0.05)。

平均人工授精回数(回)判

.~ß虫前 ii程虫後

1.7土0.8(n = 13) 1.5:!: 0.9 (n = 15) 

2.8:!: 1.6 (n = 8) a吋 l.3:!:0.5 (n=10) b叫

表 5.試験農場における子牛の市場出荷体重および一日あたりの増体量 (DG値)

A農場 B農場

性別 駆虫前 駆虫後 駆虫前 駆虫後

去勢
出荷体重 (kg) 289.9 :!: 18.4 (n = 33) 312.7:!: 17.2 (n = 15) 303.4:!: 16.8 (n = 24) 308.0:!: 12.0 (n立 13)

DG11底 0.87:!: 0.07 0.92:!: 0.05 0.94:!:0.08 0.94:!: 0.06 

メス
出街体重 (kg) 262.7:t 14.7 (n = 29) 272.0:!: 22.4 (n = 11) 264.4土34.5 (n = 13) 265.0士 16.8(n = 6 ) 

DG値 0.78土0.09 0.81土0.08 0.79土0.10 0.79:!: 0.06 

-数値はmean土SD。
. DG偵のn数は出荷体重のn数と|司じ。
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表 6.駆虫プログラム開始後の 3ヵ月齢の子牛の体高

性別 JA推奨値

オス 86.0 

メス 85.0 

A農場 B農場

90.8土4.0(n=20) 91.8土3.1(n = 16) 

88.2:!: 4.8 (n = 14) 91.6:!: 3.2 (n = 9 ) 

-数値はmean:tSDの数伎の単位はcm。

-
G
 ，，， g

 
に
J4

・ 図非投与群 ロ投与群

4.0 

3.5 

3.0 

100-149 150-199 200-249 250-

図1. Jfll清アルブミン値(Alb)

. ab およひ、cdllíJに有fj~差あり :pく0.05

• 1'Zlrl'の工は標準古司法示す。

(n = 13) と同じく増加の傾向にあったが、メスでは

264.4:!: 34.5 (n = 13)から 265.0:t16.8 (n = 6) とほ

ぼ同等で、あった。また、 DG値ではAfl!E場オス(去勢)

で0.87土 0.07から 0.92:t0.05、同メスで0.78:t0.09から

0.81 :t 0.08へと増加の傾向を示したo B 農場オス(去勢)

では0.94:!:0.08から 0.94土 0.06、同メスで、 0.79:!:0.10 

から 0.79:t 0.06といずれもほぼ増減なしであった

(表 5)0有志:差は認められなかったが、 AおよびB農場

共に駆虫プログラム実施前よりも標準偏差の値が減少す

る傾向にあった。

外貌指標における 3ヵ月齢子牛の体高はAおよびB農

場ともに駆虫プログラム実施前後で改善され、それぞれ

オスで90.8土 4.0(n = 20)、91.8:t3.1cm (n = 16)、メ

スで88.2:t4.8 (n = 14)、91.6:t3.2cm (n = 9 )と推

奨平均値(オス 86.0cm、メス 85.0cm) を上回った(表

6 )。子牛の血液検査成績においては、駆虫薬投与群

(n = 34)が取清アルブミン値で150から 249日齢におい

て非投与群 (n= 69) と比較して有意 (pく0.05) に高値

を示した(図1)。

考察

野外放牧地におけるイベルメクチン製剤を用いた駆虫

によって生産性の向上が認められた報告には、 HERDら1)
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ZA]ACら5)および、LOYACANOら6) など多くの報告がある。

我々が実施した舎飼農場の黒毛和種牛も試験前の疫学調

査で様々な線虫感染が認められ、複数の寄生虫の混合感

染も確認されたことから、寄生虫の感染が産子や繁殖成

績に影響を与える可能性が示唆された。

また、 A.B両農家における母牛のEPG値は低かった

が、閉鎖的な飼養管理下にある舎飼い牛において、日常

的な消化管内線虫の汚染源を作りだしているのは母牛で

あるため、母牛への定期的な駆虫は子牛への汚染防止の

意味でも重要で、ある。そのため、子牛の消化器疾患に対

応するためにも、母午の!~g虫も欠かすことのできない予

防法であると推察された。

子λ|二では、 OPG値が高いにもかかわらず生後 1ヵ月

齢以降に出血性腸炎羅忠午が減少し、また子牛の発育も

良好であったことから、 OPG値と JIJlf更の排世とは夜接

関係しないものと考えられた 9)。子牛では牛鞭虫を保有

する個体が認められた。牛鞭虫は、乳頭糞線虫とは以下

の点で性状が異なる。すなわち①合子虫卵が感染裂とな

り、②虫卵が外界に排出された後、直ちに脈化するとは

i浪らず、③環境によっては数週後あるいは数ヵ月後の鮮

化も可能であり感染の機会が長期にわたることなどが知

られている 71。このような性状からオガクズ数料の牛舎

などでは浄化が極めて困難な線虫であり、駆虫プログラ

ムでの投与回数の追加や数料の頻繁な交換は欠かせない

対策と考えられる 8)。コクシジウム症では、オオシスト

の単独感染による発症にはストレスのような要因を必要

とするといわれており、養鶏の分野でも多数の報告があ

る小川。未駆虫の状況下で乳頭糞線虫などとの混合感染

がある場合、その線虫によるストレスもコクシジウム ~jE

の発症一要因と考えられる。我々の研究では、少数の子

.el二において駆虫プログラム実施，+，にも乳頭糞線虫とコク

シジウムの同l待感染が認められた(表 2)が、プログラ

ム完了後は、字L頭糞線虫卵は検出されなかった。

子牛の出荷時の体重および1日当たりの増体量でB農

場ではオス、およびメスともにほぼ増減が認められなか

った。これは、駆虫試験中期から B農場の畜主が分娩後

の繁殖成績の改善を目的に母牛の過肥を恐れて分娩前の

リードフィーデイングを意間的に行わなかったことと、

発育の比較的良好だ、ったメス子牛数頭を繁殖用自家保留

午としたため体重が測定できず、成績を集計に入れるこ

とができなかったことが影響したものと推察された。

子牛の血液検査成績を見ると、血清アルブミン値は育

成中期において駆虫薬投与群で有意に上昇した。これは、

駆虫により寄生虫の感染が抑制され、亜臨床的弊害が除

去されたことにより飼料採食量が増加することで栄養状

態が改善したことによるものと推察された。
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駆虫プログラムの効果として認められる生産性の向上

とは、直接的な臨床型症状発現の抑制に加え、並臨床型

の障害を取り除き、母:午や子牛に本来備わっている繁殖

能力や増体能力が最大限に発揮されている状況(牛群の

正常化)であり、その農場が出荷する子牛のばらつきが

減少し生産性を安定している状態であると考えられ

る15，16)。

乳頭糞娘虫や牛鞭虫などの消化管内寄生虫および外部

寄生虫の感染は、確実に子牛の発育阻害要因になり得る

にもかかわらず、畜主はi臨床症状や外貌に大きな変化が

表れてはじめてその弊害に気づく場合の方が多く、発見

の遅れは母牛の繁殖成績低下や子牛の発育遅延なとや大き

な弊害を惹起する。そのような場合、駆虫プログラムは

銅養環境の整備とともに子牛育成と素牛生産における牛

群の正常化の必須条件として飼養農家に普及定着させる

ことが重要である。
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要 E::::. 
毘

黒毛和種牛繁殖農家 2戸において、イベルメクチン製

剤(アイボメックトピカル"; IVMT) を用いた駆虫プ

ログラムを実施した。駆虫プログラムは、①先ず、牛群

全頭にIVMTの推奨量を一斉投与してから一定期間経過

後、②母r4二には分娩 1ヵ月前に 1回、③育成子牛には生

後 1ヵ月歯令と 6ヵ月荷令の 2間十jt与ムとした。庫区虫プログラ

ム実施後は、 1) 2戸の農家ともに、乳頭糞線虫の汚

染が大幅に改善し、他の嬬虫卵も糞便検査で検出されず、

コクシジウムの汚染のみが観察された。 2)また、駆

虫プログラム実施後、子1:1二の消化器疾患の擢患数および

平均診療回数の減少が確認された。 3)生産性につい

ては、母:牛では空)J白日数の短縮および2産日までの人工

授精鴎数の減少傾向が観察された。また、子牛では 3カ

月齢の子牛の体高が標準値を上回り、素午出荷時におけ
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る体重の増加傾向が観察された。 4)子牛の血清アル 向上することが示唆された。

ブミン値は150-249日齢において対照群より有意に高値

を示した (pく0.05)。
これらの結果から本駆虫プログラムの実施により消化

管内線虫がコントロールされ母牛および子牛の生産性が

キーワード:黒毛和種牛、駆虫プログラム、アイボメツ

クトピカルヘ乳頭糞線虫、子牛の発育正常化
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